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論文内容要旨

 1993年,シリア,デデリエ洞窟遺跡において,日本一シリア合同調査隊がほぼ完全な1体の

 ネアンデルタール幼児骨を発見した。この人骨の解剖学的研究の一環として,筆者は骨格復元に

 もとづく身長推定をこころみた。復元された骨格より直接身長をもとめることにより,従来の身

 長推定にともなう不確定要素を排除し,より正確な推定身長をもとめることができる。この復元

 骨格にもとづく身長を基準として,従来の四肢長骨の長さによる身長推定式を評価することがで

 きる。とくにネアンデルタール幼児骨への適用の是非を議論することができる。

 身長推定は``anatomicalmethod"を幼児骨格に応用したかたちでおこなわれた。すなわち,

 保存されているすべての骨から交連骨格を復元し,これを直接計測した。骨資料はよく保存され

 ていたが,骨格復元にさいしては,未成熟個体であるためにいくつかの仮定を必要とした。この

 仮定は,おもに椎体間の距離,股関節,膝関節,距腿関節間の距離にかんするものである。過去

 の文献データとともに現代幼児のレントゲン像よりこれらを推定した。

 復元にさいしては,骨資料のプラスチック模型(レプリカ)を作成し,これを用いて直立像を

 作成した。骨の間の軟部組織部分には,着色したパラフィンをもちい,手作業で関節間の距離,

 椎体間の距離のデータに合うように復元をおこなった。

 復元骨格の身長は79.2cmであった。軟部組織の厚さと,キャスト作成時の収縮を補正したの

 ち,身長は81.7c皿となった。この値は,四肢長骨の長さから回帰式(TelkkaetaL,1962)を

 用いて推定した身長とよく一致した。

 この復元骨格にもとづく推定身長と,現代フィンランド幼児データより作成されたTelkkaの

 回帰式による推定身長を詳細に比較,検討した結果,四肢骨の長さと身長とのプロポーション,

 あるいは,四肢骨長どうしのプロポーションにおいて,現代フィンランド幼児とネアンデルター

 ル幼児は比較的似ていることが推察された。すなわち,フィンランド幼児データより作成した身

 長推定式は,ネアンデルタール幼児に良く当てはまる,とくに,下肢骨長にもとづく推定身長が

 良く当てはまることを見いだした。このことは,ネアンデルタールが寒冷適応した体型をもって

 いたとされている点と,フィンランド人が寒冷地に住み,寒冷気候に適応した体型プロポーショ

 ンをもっていると考えられる点に共通の要因があるかもしれない。

 上記の観察は,ヨ一口ッパネアンデルタールの幼児骨,ロック・ド・マルサルとラ・フェラシー

 6にたいする回帰式のあてはめ,さらには早期新人のグループに分類されているスフール1号に

 たいするあてはめの結果からも支持される。具体的には,ネアンデルタール幼児骨の四肢骨長さ

 より推定した身長はばらつきが少ないのに対し,スフール1にあてはめた推定身長はばらつきが
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 大きかった。これは,四肢骨の長さと身長のプロポーションにおいて,ネアンデルタール幼児と

 フィンランド幼児は似ており,スフール1とフィンランド幼児は異なっていることを示している。

 以上の考察で,Telkkaの回帰式がネアンデルタール幼児骨に対し比較的良い推定身長をあた

 えることが予測されたので,他のネアンデルタール四肢骨データについても身長推定をおこない,

 比較した。推定身長の値をアメリカ白人少年における身長縦断データと比較すると,デデリエネ

 アンデルタールはアメリカ白人少年の5パーセンタイルから95パーセンタイルの変異幅におさ

 まった。しかし,2っのヨーロッパのネアンデルタール幼児臥ロック・ド・マルサルとラ・フェ

 ラシー6の推定身長はこの変異幅を下まわった。さらに,他のネアンデルタール幼児骨,ネアン

 デルタール成人骨の推定身長データも現代アメリカ白人の5パーセンタイル値を下まわった。

 これらのデータをもとに,ネアンデルタール人の成長パターンについて考察した。身長の成長

 パターンは,現代人のそれとほぼ平行していた。この推定身長による成長パターンはネアンデル

 タールの成長についての仮説一早熟パターンと遅滞パターンーのどちらも支持しないものであっ

 た。
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 審査結果の要旨

 本論文は約2歳のネアンデルタール幼児骨の全身交連骨格を復元し,それをもとにanatomi-

 calmethodにより30mm以下の誤差で身長を推定した。これは世界で初めての試みであり,2

 歳児ネアンデルタールの身長の基準値を与えただけでなく,部分骨に基づく幼小児の身長推定式

 では下肢骨による推定値がネアンデルタール人類に対してはより有効であることを示したもので,

 学位論文として十分な価値を有する。
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